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化
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常
に
高
き
さ
、
容
よ
り
頁
に
か
け

τの
地
温
に

τは
デ
hyア
ン
ヂ
ミ
ド
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水
田
献
態
に

τ比
較
的
容
易
に
ア
ン
モ
ニ
ア
じ
化
成
す
る
が
飲
な

り
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か
〈
の

-m〈
ヂ
ジ
ア
y
ヂ
ア
ミ
ド
が
水
生
の
作
物
に
の
み
肥
蚊
大
な
る
は
、
軍
事
用
化
合
物
の
聾
化
が
水
田
賦
態
さ
畑
航
態
に
よ
り

τ大

差
あ
る
ニ
さ
の
一
例
ざ
し
て
興
味
あ
る
問
題
な
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ヂ
ジ
ア
シ
ヂ
ア
ミ
ド
の
土
壌
中
に
品
吹
け
る
費
化
に
針
す
る
土
壌
部
分
殺
菌
の
影
響

乾
土
民
寄
に
針
し
鼻
丞

}-rの
場
合
に
.
夏
刷
水
聞
紙
躍
に

τニ
ヶ
月
自
に
は
無
血
理
の
も
の
、
ー
す

は
ア
シ
毛
ニ
ア
に
化
成
す
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著
者

は
街
揮
笹
性
の
設
薗
剛
の
蕗
響
を
も
試
槍
中
な
h
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大
豆
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よ
る
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質
の
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化
に
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揃
鎖
中
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試
験
所
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雷
所
に
於
げ
る
大
豆
油
新
情
出
法
に
闘
し
、
納
出
操
作
中
仙
泊
溶
剤
並
じ
熔
聞
の
回
牧
を
目
的
ざ
す
る
蒸
気
吹
込
法
の
大
豆
蛋
白
賀
に
及

品
悼
す
影
悼
は
主
ざ
し
て
蛋
白
質
⑦
聾
性
現
象
並
に
凝
幽
明
象
な
り
さ
し

1
.
蛋
白
質
的
溶
解
度
の
岨
変
化
を
検
し
て
豊
性
田
崎
市
院
を
叱
較
し
た
る
に
ペ
ン
ジ
シ
抽
出
残
置
、
板
粕
.
ア
wr
コ
1
w
F
、
ペ
ン
ダ
シ
抽
出
掛
濫

丸
柏
、
ア
wr
コ
1
戸
一
州
出
処
置
、
最
粕
‘
メ
干
戸
ア
W

コ
1
ペ
ペ
シ
タ
ン
抽
出
残
誼
、
加
塵
ア
P
2
1
w
F
抽
出
残
置
の
順
序
じ
て
聾
性
度

を
婚
し
蒸
気
吹
込
法
は
温
度
及
時
聞
の
大
な
る
に
従
ひ
費
性
程
度
大
な
り
。

2
、
・
蛋
白
質
ア
ミ
ノ
醸

ω筆
業
分
前
肢
躍
に
は
以
上
是
等
の
建
澄
聞
に
大
な
る
鍵
化
を
認
め
4
7
0



3
.
消
化
に
及
川
附
す
露
響
を
人
工
滑
化
試
験
設
に
よ
り
て
験
し
三
樺
的
滑
化
試
撤

ω結
果
ア

Y
2
1
w
一
地
出
措
置
の
蛋
白
質
は
康
科
大
豆

ω

そ
れ
じ
比
し
H
広
三
同
等
な
る
か
叉
以
是
よ
り
慢
。
蒸
気
訣
の
影
維
は
良
好
な
る
の
結
論
じ
到
憲
せ
り
。

ン
の
腹
質
化
事
的
研
究

セ
リ
シ
ン
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屠
の
膨
化
に
就
て
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セ
リ
シ

郡
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製
線
研
究
所

奥

己

正

セ
p
u
v
y
は
繭
雌
維
の
性
肢
に
最
も
軍
要
な
る
闘
僚
を
有
す
る
蛋
白
質
に
し
て
繭
居

ωヒ
9
v
y
溶
解
度
は
生
赫
工
業
に
於
て
甚
だ
重
要

視
せ
ら
る
べ
舎
も
の
な
り
・
セ

p
h
v
y
の
如
き
可
建
位
置
自
が
水
に
溶
解
す
る
遁
穂
を
考
ふ
る
に
.
島
地
づ
水
和
作
用
戸
民
主
E
E
F
2
3巳
よ
り

セ
9
V
シ
鹿
賀
牧
子
三
水
さ
が
結
合
し
て
膨
化

q
a
-
E
Sを
起
し
趣
・
い
は
そ
の
韓
貿
佐
子
が
分
散
し
解
息
す
る
も
の
巳
し

τ‘
溶
解
に
至

る
迄
に
以
必
4v膨
化
の

a
z
o
を
恒
遁
ぜ
ず
る
べ
か
ら
4Tリ
且
つ
膨
化
度
の
大
小
は
直
接
溶
解
度
の
大
小
に
正
均
倒
す
る
も
の
な
hv。
今
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4
グ
ロ
イ

ν
さ
共
に
繭
榔
を
構
成
せ
る
ま
ま
の
セ

9
ν
ν
t
q考
ふ
る
時
之
は
水
分
を
含
む
こ
さ
の
少
き
卸
ち
浪
度
の
極
め
て
商
品
d

ぜ
wr

さ
考

へ
得
る
お
耳
目
っ
て
之
を
水
又
は
撞
績
溶
液
に
浸
せ
ば
h
H
9
u
v
y
は
水
さ
結
合
し
T
膨
化
し
飽
和
度
に
遁
し
溶
解
じ
至
る
も
の
な
h
v。
悲
に
於

て
余
は
繭
厳
淑
巳
セ
9
v
y
の
膨
化
度
巳
批
て
暗
唱
類
並
じ
有
機
及
無
機
酸
が
種
々
の
温
度
じ
お
け
る
艶
曹
を
し
ら
ベ
以
て
柳
か
な
り
さ
ら
寝

静
工
業
の
番
考
じ
供
せ
ん
さ
せ
り
@
叉
別
に
種
々
の
蒸
気
懸
下
に
鈴
げ
る
セ

p
v
シ
の
膨
化
度
を
し
ら
ぺ
且
つ
紫
外
組
が
輔
居
の
膨
化
に
及

ゆ
す
影
響
M
E
も
併
せ
て
究
め
た

0
・
以
下
寅
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の
結
果
の
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略
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遁
べ
ん
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